
発
行
元 

天
見
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会 

会
長 

原
五
郎 

協 

力 

河
内
長
野
市
役
所
（
自
治
協
働
課
） 

                              

                  

消
防
団
は
、
市
内
10
分
団
、
２
４
０
名
を

越
え
る
団
員
が
お
り
、
普
段
は
仕
事
を
持
ち

な
が
ら
、
火
災
や
風
水
害
な
ど
で
現
場
に
駆

け
つ
け
、
消
防
署
と
協
力
し
て
消
火
や
警
戒

巡
視
に
あ
た
っ
て
い
る
。
消
防
本
部
に
聞
く

と
、
か
つ
て
団
員
の
多
く
は
自
営
業
や
農
林

業
だ
っ
た
が
、
近
年
で
は
６
割
近
く
が
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
と
な
り
、
勤
務
中
の
緊
急
出
動
が

困
難
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
の
こ
と
。 

そ
の
よ
う
な
中
、
天
見
・
岩
瀬
・
清
水
地

区
に
は
、
第
７
分
団
24
名
が
任
命
さ
れ
、
日

頃
か
ら
火
訓
練
や
水
防
訓
練
、
応
急
手
当
て 

                  な
ど
、
様
々
な
訓
練
を
行
っ
て
い
る
。 

去
る
９
月
２
日
（
日
）
、
第
７
分
団
は
大
東

市
で
開
催
さ
れ
た
大
阪
府
の
消
防
操
法
訓
練

大
会
に
、
南
河
内
地
区
の
ポ
ン
プ
操
法
の
代

表
と
し
て
出
場
し
、
見
事
に
「
準
優
勝
」
し

た
。
ポ
ン
プ
操
法
と
は
、
指
揮
者
の
指
揮
の

も
と
、
ホ
ー
ス
の
接
続
と
延
長
、
筒
先
の
結

合
と
操
作
、
放
水
で
標
的
を
倒
し
、
収
納
、

集
合
ま
で
を
競
う
も
の
で
、
高
度
な
規
律
や

迅
速
・
的
確
な
技
術
が
要
求
さ
れ
る
。 

団
員
た
ち
は
、
大
会
に
向
け
て
４
月
か
ら

週
３
回
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
が
終
わ
っ
て
か 

                     

ら
消
防
署
に
集
ま
り
、
署
員
の
指
導
の
も
と

厳
し
い
夜
間
訓
練
を
重
ね
、
選
手
の
ほ
か

様
々
な
フ
ォ
ロ
ー
を
含
め
全
員
で
一
致
団
結

し
、
訓
練
の
成
果
を
見
事
に
発
揮
し
た
。 

団
員
た
ち
は
、「
大
会
に
向
け
て
若
い
団
員

も
加
入
し
、
猛
暑
に
負
け
ず
訓
練
に
励
み
ま

し
た
。
多
く
の
方
に
支
え
て
も
ら
え
て
、
応

援
し
て
も
ら
え
て
、
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま

す
。
」
と
口
々
に
語
っ
て
い
た
。 

大大大
阪阪阪
府府府
消消消
防防防
操操操
法法法
訓訓訓
練練練
大大大
会会会
ででで
快快快
挙挙挙   

平成 30 年 10 月発行 天見地域まちづくり新聞「あまみの風」第９号 



                              

                              

                  

天
見
の
住
民
が
力
を
合
わ
せ
て
地
域
課
題

の
解
決
に
取
り
組
む
た
め
の
組
織
、
そ
れ
が

天
見
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
。 

去
る
５
月
、
深
刻
な
担
い
手
の
不
足
を
解

消
す
べ
く
、
天
見
の
未
来
を
問
う
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
意
見
が
寄

せ
ら
れ
た
。 

 問
１ 

天
見
地
域
へ
の
想
い
や
「
や
り
た
い

こ
と
」、「
実
現
し
た
い
夢
」
は
あ
り
ま
す
か
。 

  

あ
る
＝
59
人 

天
見
６
地
区
の
住
民
（
約
４
０
０
戸
）
と

天
見
小
学
校
の
保
護
者
（
約
50
人
）
の
中
か

ら
、「
や
り
た
い
こ
と
、
実
現
し
た
い
夢
」
が

あ
る
と
答
え
た
人
が
50
人
を
超
え
た
。 

 

問
２ 

や
り
た
い
こ
と
、
夢
と
は
。 

 

① 

田
舎
生
活
や
農
林
業
の
体
験
＝

27
人 

② 

民
泊
な
ど
の
空
き
家
の
活
用
＝
12
人 

③ 

新
聞
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
発
信
＝
12
人 

④ 

若
者
が
集
ま
る
場
づ
く
り
＝
15
人 

⑤ 

子
育
て
世
代
向
け
サ
ー
ビ
ス
＝
11
人 

⑥ 

教
育
環
境
の
充
実
＝
11
人 

⑦ 

子
育
て
世
代
の
転
入
促
進
＝

25
人 

⑧ 

高
齢
者
の
生
活
支
援
＝
21
人 

⑨ 

防
災
や
防
犯
な
ど
＝
13
人 

⑩ 

農
林
業
の
担
い
手
育
成
＝

21
人 

⑪ 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
と
の
交
流
＝
15
人 

 

 

 

そ
も
そ
も
、
右
記
の
項
目
は
、
い
ず
れ
も

地
域
別
計
画
で
定
め
た
天
見
の
将
来
像
「
豊

か
な
自
然
を
身
近
に
体
感
！
夢
と
活
力
を
未

来
に
つ
な
ぐ
ま
ち
」
に
基
づ
き
、
住
民
が
協

力
し
て
実
施
す
る
予
定
の
事
業
で
あ
る
。 

し
か
し
、
担
い
手
が
い
な
け
れ
ば
「
絵
に

描
い
た
餅
」
で
し
か
な
い
。
こ
れ
ら
の
実
現

に
は
、
住
民
の
参
画
が
欠
か
せ
な
い
。 

当
会
で
は
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
新
た

な
担
い
手
を
発
掘
す
る
可
能
性
が
芽
生
え
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。 

111111
月月月
111666
日日日
、、、
天天天
見見見
ををを
愛愛愛
すすす
るるる
人人人
よよよ
集集集
ままま
れれれ
！！！   

※写真はイメージです。 



    

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
に
は
、
住
民
と
保
護

者
の
あ
わ
せ
て
29
人
か
ら
、
自
由
提
案
の
記

入
が
あ
っ
た
（
左
記
の
と
お
り
）
。 

 

【
子
育
て
世
代
に
で
き
そ
う
な
こ
と
】 

★
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
た
め
の
環
境
を
整

え
れ
ば
、
若
者
が
増
え
る
の
で
は
な
い
か
。

例
え
ば
親
が
仕
事
か
ら
帰
る
ま
で
預
か
る

場
所
。
友
だ
ち
同
士
で
集
ま
る
場
所
。
宿

題
や
勉
強
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
行
う
。 

★
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
の
復
活
、
虫
取
り
体
験
な

ど
有
料
で
も
い
い
親
子
対
象
イ
ベ
ン
ト 

 

【
若
者
に
で
き
そ
う
な
こ
と
】 

★
耕
作
放
棄
地
の
活
用
、
そ
れ
が
若
者
の
働

く
場
に
な
れ
ば
嬉
し
い
。 

★
無
農
薬
や
有
機
農
業
を
し
た
い
若
者
が
集

ま
る
よ
う
な
農
業
体
験
村
を
つ
く
る
。 

         

      

【
高
齢
者
同
士
で
で
き
そ
う
な
こ
と
】 

★
花
見
会
の
よ
う
な
住
民
同
士
の
交
流
。 

★
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
の
活
用
。 

★
年
配
者
が
お
茶
を
飲
み
、
小
物
を
作
る
と

い
っ
た
憩
い
の
場
づ
く
り
。 

★
福
祉
活
動
（
サ
ロ
ン
や
訪
問
な
ど
）
を
通

じ
て
、
６
地
区
の
連
携
を
も
っ
と
深
め
る
。 

★
日
常
の
買
い
物
な
ど
で
、
高
齢
者
を
送
迎

す
る
移
動
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
。 

★
介
護
施
設
が
あ
れ
ば
い
い
な
（
誘
致
）
。 

 

【
自
然
を
利
用
し
た
活
動
】 

★
遊
歩
道
に
覆
い
か
ぶ
さ
っ
て
い
る
樹
木
の

撤
去
、
サ
ク
ラ
や
ツ
ツ
ジ
の
植
栽
を
。 

★
ホ
タ
ル
や
サ
サ
ユ
リ
や
ト
ン
ボ
が
減
ら
な

い
よ
う
に
保
護
。
ホ
タ
ル
を
増
や
す 

★
ク
ヌ
ギ
が
多
い
の
で
、
誰
か
が
シ
イ
タ
ケ

を
栽
培
し
て
販
売
し
て
は
ど
う
か
。 

 

【
観
光
集
客
】 

★
天
見
の
魅
力
を
知
る
ツ
ア
ー
を
つ
く
る
。 

★
空
き
家
が
増
え
る
の
で
民
泊
に
利
用
。 

★
駅
前
に
お
茶
を
飲
め
る
よ
う
な
お
し
ゃ
れ

な
カ
フ
ェ
な
ど
の
休
憩
場
所
を
つ
く
る
。 

【
有
事
に
備
え
て
】 

★
地
震
や
台
風
な
ど
で
国
道
が
通
行
で
き
な

く
な
っ
た
こ
と
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
。 

 

【
自
分
の
紹
介
】 

★
天
見
生
き
が
い
サ
ロ
ン
は
13
周
年
を
迎

え
、
パ
ソ
コ
ン
、
囲
碁
、
農
園
な
ど
を
補

助
金
を
受
け
て
日
々
、
前
進
し
て
い
る
。 

 

【
移
住
促
進
】 

★
芸
術
系
や
Ｉ
Ｔ
系
な
ど
在
宅
で
仕
事
を
す

る
人
に
、
静
か
な
空
き
家
を
貸
し
出
す
。 

 

【
具
体
性
な
し
】 

★
何
で
も
い
い
の
で
日
本
や
世
界
で
１
番
に

な
っ
て
そ
の
分
野
で
モ
デ
ル
に
な
る
。 

★
ど
こ
に
も
な
い
キ
ラ
っ
と
光
る
魅
力
を
。 

★
土
地
の
規
制
を
緩
和
し
て
、
新
築
住
宅
開

発
、
農
地
の
宅
地
化
。
下
水
道
の
整
備
。 

★
電
車
し
か
な
い
の
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

を
走
ら
せ
て
ほ
し
い
。
人
身
事
故
で
電
車

が
止
ま
っ
て
も
バ
ス
で
通
勤
で
き
る
よ
う
。 

★
無
医
地
域
で
は
通
院
や
治
療
に
不
便
な
の

で
出
張
診
療
所
を
開
設
し
て
ほ
し
い
。 

★
現
在
の
活
動
を
も
っ
と
外
に
知
ら
せ
る
。 

★
行
政
は
あ
て
に
な
ら
な
い
の
で
、
一
歩
ふ

み
だ
せ
る
勇
気
あ
る
メ
ン
バ
ー
を
探
し
て
、

新
し
い
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
る
。 

★
田
舎
暮
ら
し
に
関
心
の
あ
る
地
域
外
の
人

に
、
村
の
行
事
に
参
加
し
て
も
ら
う
。 

    

以
上
の
こ
と
か
ら
、
当
会
で
は
、「
や
り
た

い
こ
と
や
夢
」
で
選
択
の
多
か
っ
た 

①
田
舎
生
活
や
農
林
業
の
体
験 

⑦
子
育
て
世
代
の
転
入
促
進 

⑧
高
齢
者
の
生
活
支
援 

⑩
農
林
業
の
担
い
手
育
成 

の
４
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
取

り
組
み
を
検
討
す
る
。
皆
さ
ん
の
「
夢
」
の

実
現
に
向
け
、
積
極
的
な
参
画
を
期
待
す
る
。 

 

お
手
伝
い
で
き
る
人 

集
合
！ 

と
き 

平
成
30
年
11
月
16
日
（
金
） 

午
後
７
時
30
分
～
９
時 

と
こ
ろ 

上
岩
瀬
自
治
会
館 

（
千
早
口
駅
前
・
駐
車
は
友
邦
へ
） 

内
容 

天
見
の
こ
と
を
語
り
合
う 

参
加
費 

無
料 

申
込 

前
日
ま
で
に
左
記
へ 

６
８-

８
０
２
３
（
原
会
長
宅
） 

０
９
０-

８
５
７
０-

６
２
２
１(

東) 

te
ru

m
ic

i0
8

2
2

@
g
m

a
il.c

o
m

 

  

 



     

各
地
区
の
福
祉
委
員
会
の
活
動
と
福
祉
委

員
の
横
顔
を
順
次
紹
介
し
て
い
く
「
シ
リ
ー

ズ
福
祉
」
を
ス
タ
ー
ト
す
る
。 

   

天
見
地
区
福
祉
委
員
長
の
西
尾
（
流
谷
自

治
会
）
で
す
。 

日
頃
は
、
皆
様
方
に
は
絶
大
な
る
ご
協
力

を
頂
き
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

前
任
の
門
林
敏
博
さ
ん
か
ら
委
員
長
を
預

か
り
早
４
年
目
に
入
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

大
き
な
活
動
と
は
い
え
な
い
ま
で
も
地
道
に

各
地
区
で
活
動
で
き
る
よ
う
に
と
、
環
境
づ

く
り
に
最
大
の
重
点
を
置
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の

福
祉
委
員
の
レ
ベ
ル
向
上
に
向
け
て
研
修
、

講
演
、
交
流
会
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
、
各
地
区
で
そ
れ
ぞ
れ
の
福
祉
委

員
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
い
た
だ

け
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。 

天
見
地
区
で
は
、
人
口
が
８
８
６
人
、
世

帯
数
が
４
０
５
戸
（
平
成
29
年
３
月
末
）
と

１
０
０
０
人
を
割
り
、
高
齢
化
・
少
子
化
が

進
行
し
て
い
ま
す
。 

 

     

ま
ず
、
記
念
す
べ
き
第
１
回
は
、
天
見
地

区
福
祉
委
員
会
の
西
尾
猛
委
員
長
に
お
話
し

を
聞
い
た
。 

   

福
祉
活
動
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
と
幅

が
広
い
の
で
す
が
、
天
見
地
区
と
し
て
は
高

齢
者
宅
を
１
件
１
件
訪
問
し
、
何
か
手
助
け

で
き
る
こ
と
が
な
い
か
、
コ
ミ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
る
中
で
「
元
気
な
高
齢
者
」
に
な
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
活
動
を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
常
々
思
っ
て
い
ま
す
。 

天
見
地
区
で
は
、
現
在
、
福
祉
委
員
は
総

勢
44
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
高
齢

化
社
会
が
増
々
進
み
、
福
祉
委
員
の
人
数
を

増
や
す
こ
と
も
必
要
で
す
が
、
横
の
繋
が
り

を
よ
り
一
層
強
く
し
、
助
け
合
い
（
共
助
）

精
神
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。 

毎
年
４
月
に
は
、
天
見
地
区
福
祉
委
員
会

の
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
「
桜
の
花
見
会
」
を
天

見
駅
前
で
実
施
し
（
写
真
）
、
２
０
０
名
を
超

え
る
方
に
参
加
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

 

今
後
は
、
各
地
区 

福
祉
委
員
会
の
活 

動
状
況
を
連
載
で 

報
告
す
る
予
定
。 

❤
お
楽
し
み
に
❤ 

                         

地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
参
加
し
よ
う 

 

と
き 

11
月
17
日
（
土
）
11
時
～
15
時 

コ
ー
ス 

天
見
駅
11
時
に
集
合
→
流
谷
八

幡
宮
（
昼
食
）
→
十
三
仏
→
天
見
駅
で
解
散 

申
込 

11
月
13
日
ま
で
に
各
自
治
会
長
へ 

                        




